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『�炎症性腸疾患の患者さんが普通の生活を過ごせることを
目指し、専門的な医療を提供します。』

1. 炎症性腸疾患について

炎症性腸疾患は消化管に慢性の炎症を引き起こす疾患の総称で、主に潰瘍性
大腸炎とクローン病のふたつの疾患を指します。日本国内の患者数は近年急
増しており、潰瘍性大腸炎が 22万人、クローン病が 7万人の患者さんが全国
にいると推計されています（図 1）。合わせて 30万人で、単純計算で日本人の
400人に 1人が炎症性腸疾患の患者さんということになります。

2. 専門的な治療を提供しています

炎症性腸疾患の治療は急速に進歩してきています（図 2,3）。炎症性腸疾患は
原因不明の病気のため、残念ながら根治治療は現時点ではありませんが、腸
の炎症を抑える新薬が次 と々登場してきています。これらの薬をそれぞれの患
者さんの病状やライフスタイルに合わせて適切に使用するためには、専門的
な知識と経験が必要です。東邦大学医療
センター佐倉病院は千葉県の消化器領域
の難病拠点病院に指定されており、炎症
性腸疾患の患者さんの数は全国でもトッ
プクラスです。そして、4名の専門医が
毎日専門外来を担当して炎症性腸疾患の
患者さんの診療にあたっています。さら
に当院は、国内のみならず国際的にも炎
症性腸疾患の中心的な施設として認知さ
れており、最新の治療に関する情報をい
ち早く入手することができます。そのた
め、従来の治療で治りにくい患者さんで
も、治験や臨床試験などにより最新の治
療法を試すことも可能です。

3.  普通の生活をおくれることを目標にしています

炎症性腸疾患の患者さんは若い方が多く、病気のために学校生活や仕事に制限が出ることがあ
ります。また、病気の治療を受けながら妊娠・出産される方もいらっしゃいます。さらに慢性
の腸の病気ということで食事を含めた日常生活を制限している方もいらっしゃいます。当院では、
患者さんのライフスタイルやライフステージなども考えた治療法を提案し、日常生活を出来る
限り制限することなく、普通の生活をおくっていただくことを目標に治療をしています。

4. 負担の少ない検査を目指しています

当院では、小腸バルーン内視鏡、MRI、CT、カプセル内視鏡、便中カルプロテクチン検査といっ
た先進的な検査法を実施しており、患者さんにとって負担の少ない検査を目指しています。

5.  内科と外科が連携して治療にあたっ
ています

当院の消化器センターの大きな特徴は、内
科と外科の連携にあります。残念ながら炎
症性腸疾患の患者さんの中には手術が必要
になる方もいらっしゃいますが、消化器セン
ターの病棟は内科・外科で一緒に運用して
おり、内科的治療と手術がシームレスで行え
る体制になっています。そして、手術前後で
も内科と外科が連携しながら治療にあたっ
ています。
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図 2　潰瘍性大腸炎の治療の進歩
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図 1　炎症性腸疾患患者数

����������
��������������� 

�����

�����
����� 

/7

����- ���������

����- �����������

����-�� �������

����- ���������

����-��� ����

���(- ���������

����-(� �����

���(-��� ������

���(-(� ��������

���� ������� 

図 3　クローン病の治療の進歩
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『�重症くも膜下出血、特に血腫を形成するくも膜下出血の�
対応について』
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1. くも膜下出血について

東邦大学医療センター佐倉病院では、くも膜下出血の加療を積極的に行っております。
くも膜下出血は、最初の出血で 1/3が死亡する極めて重篤な疾患です。救命できても後遺症が残る
例が多く、完全に治癒する確率はくも膜下出血を起こした人の中で 2割から 3割と低いです。さらに、
脳内血腫を形成するくも膜下出血は、通常のくも膜下出血と比べ発症時における脳損傷が強く、その
重症度は高くなります（図 1）。
しかし、発症時の状態が悪くても、社会復帰ができる症例は確実に存在しており、あきらめず積極的
な治療を行うことはとても大切なことです。

2. 治療データ

2018年 3月まで東邦大学医療センター大森病院で診療していまし
たので、このデータは大森病院での治療成績となります。9年間の
くも膜下出血連続 274例中積極的加療を行った 218例を対象とし
ています。218例中、血腫を形成する重篤なくも膜下出血は 38％
を占めていました （図 2）。その予後は、血腫を形成しないくも膜
下出血の予後良好群が 64％であったのに対し、血腫を形成する
くも膜下出血の予後良好群は 38％と有意に少ない結果でした（図
3）。また、血腫を形成するくも膜下出血の再破裂率は高く、血腫
を形成しないくも膜下出血の 13％に対して、43％において再破裂
を起こしていました。そのため、その緊急性は高く、早急な治療の
介入が必要な病態と考えらます。しかし緊急にてクリッピング術お
よび血腫除去術を行うことで、良好な予後が得られる症例も少な
からず存在するのは事実です。
当科では、重症度の高いくも膜下出血に対しても可能な限り積極
的に加療を行い、良好な予後が得られるよう努力しております。
また脳卒中ケアユニット（SCU）を導入
しており、夜間休日を問わず、救急患
者の受け入れがスムーズになるよう努
力しております。それにより早期の治
療や発症後速やかなリハビリテーショ
ンを行う環境が整っております。SCU
にて集中的に加療することで、死亡率
の減少、在院期間の短縮、自宅退院
率の増加、日常生活能力の改善を促す
ことが可能となっています。地域連携
施設の先生方、および地域の皆様のお
役に立てるよう頑張りますので、遠慮
なくご相談、ご紹介いただければと思
います。よろしくお願いいたします。
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